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査

を

伴

て

い

る

イ
、

い

る

め

ウつ
Ｌ

エ

の

ほ

か

川
市

一

れ
は
裏

は
今
日

吉向
回叫
工札

第 1 表 頚 坂 古 墳 群 分 布 芸

な

か

っ
た
た
め
、

誤

認
、

あ

る

い
は
不
確

実

の

も
の
も
含

す

れ

れ

は
あ

り
、

ま

た
、

現
在

墳

形

を

失

っ
た
も

の

を
よ
．数

に
含

め

て
、

絶

対
的
数
値

を
示
す

も

の
て
は
力
嘉
中な

い
が
、

所
論

を
進

Ｌ
の
相
対
的
な
数
値
と
し
て
は
誤
り
な
い
も
の
と
確
信
す
る
。

右

小
低
芳
春
氏
ら
に
よ
っ
て
、

西
郵
城
郡
青
海
町
に
技
火
、
■
魚

付
近
に
円
墳
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。

事
宇
Ｌ
す

本
に
お
け
る
積
穴
の
北
快
を
示
す
資
料
と
い
え
ょ
ぅ
。
こ
れ
ら

壊
さ
れ
て
い
る
の
て
確
認
す
る
こ
と
す住
出来
な
か
ぅャ
た
。
そ
た
、

高
校
教
諭
加
藤
義
知
氏
に
よ
っ
て
、
明
治
村
本
編
、

新
井
有
上

中
、

抄
一高

由
使

、
市

田
市
市
本

町
な

ど

に
も
、

市
方
後

再

墳

を
含
む
古

技

詳

の
所
在

が
報
告

さ
れ

て

い
ス
）
が
、

わ

れ

わ

れ
の
路

査

て
は
ｆ
′
べ
て
誤

認

で
あ

っ
キ
先
　
ヤ
一れ

に

つ
い
て
杯
４
に
小
松

氏

の
批

判
一が
あ

る

の
て
再
一百
Ｌ
一な

車
対
（古
一一一■
帯
●
力
布
は
１１１Ｊ
一車
的
に
み
イ
一四
沖
一け
に
分
ち
う
る
。

一
Ａ
）

矢
代
―――
流
域
―
―
早
日
、

観
十
平
、
天
神
堂
、

～
群
、　

一
四
四
水

一■
こ
　
一円
川
流

域
―
―
‐原
通
古
いい【重
■

二
人
基

一
Ｃ
）

楠
油

川
流

攻
―
―

替
中原

・！一生
一中尭

「
、

〓

一
共

一
Ｄ
）

止

田
川
洗

坂
―
―

高

上

・
官

日

・
太
〓

古
墳

．群
、

九
基

計

二

一
四
・丞
ナ
な

る
。

，数

に
お

い
十
、最

大

の
↑
●

は
、
自
然

堤
防

上

に
ま
ま

れ

た
小

九
出

古
墳

群

一ど
除

き
、

す

べ
て
妙
青

山
系

の
山

往

と
矢
代

川
声

状

地

が
援
す

る

、
地
形

学
的

店
傾

斜
分
一換

地
帯

と

呼

ば

れ

る
斜

面
上

に
営
ま

れ
、

信

溝

に
通
す

る
北

国
街
道

沿

い
に

あ

る
。

一
Ｂ
）
は
県
下
」取
大

の
前
方

作
！門
装

一
差
す
」含

み
、

関

川

の

支
流

の

ｔ
路

川

と
景

沢

川

が
合
流

し
て
作

る
容
，品
一一耐
一十状

地

に
席
中
■

・上
陸
上

に
点
在

し
、

信
州

に
抜

け

る
飯

出
街
道

に
玲
〓

ィ
ｔ
い
る
。

こ
の
古
墳

群

の
存
在

は
、

昭
和

末
年
森
戊

紡
造

・
小
な

方
春

氏

ら

に
よ

っ
■
発

見

さ

れ
、

昭
和

手

十
四
年

、
後
群
守

一
再

士

に
よ

っ

て
大
塚

が
実
測

さ
れ

て
前

方
後
門
墳

て
あ
！る

こ
と

が
稚
一認

さ

れ
、

次

い
て

二
十

七
年

、
斎

藤
忠

篤

士

の

実
査

を
経

て
、

県
史

跡

に
指

庁
官

れ

た

の
で
あ
る

が
、

わ
れ
わ

れ
は
著

し

い
変
形

や
ヽ
こ
れ
ま

て

生

土
品

が
知

ら
れ

て

い
な

い
点

な

ど

か
ら

、
や

ヽ
疑
問

を
を
一し
て

い
）宅

（
Ｃ
）
は
荒

川

の
支

流
細
池

川

の
作

る
↑

再
両
状

地

に
輛

む

~~~~~~十~~~~~――
|

卯 工 四 球 颯 白 唄 俳 分 布 凶

一時
　
怖ヽ
　
〓
“

十項

城

」項

百
　
古
　
す

主り

原

一言

一ム
　
一
』
　
，小

・り

０

０

ドｒ

群

林

一，

持
一
持
一

子〓的
　
ャ旭
　
口

神
一　
原

一，

〔
）

〇

向
一

■
　ヽ
市
　
一一

市
一
～

■

日
　
し
　
一一

早
　
小
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Ｃ

①

０
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丘
防

に
あ
り

、　
一
基

の
石
室

の
蓋

石

か
碁

出

し

た
前
方

後
円
墳

を
含

ん

頚
域

古
墳

群

は
前

述

つ
よ

う
に
分
布

上

九
群

に
分

ち

う

る

が

、

こ
れ

ら

は
後

ネ
詳ヽ

述
す

る

が
、

大
部

分

は
，続

年

的

に

な
後
期

古
墳

に
高

す

る
も

の
て
あ

る
。

後
期

市

装

の
研
究

は
、

末
永

雅
枠
置
主

の
者

導

さ
れ

る
後
邦

市

”
耶
究
会

一か
精
力
的
一
名
”若

。
研
究
を
行

Ｆ

よ
”
ら

れ

る
。

ぃ
ま
、

そ
れ
六
ち

研
究

の
助
け
を
か
内ツ
て
、

頚
成

■
墳
群

ら
群
と
し
て
の
た

り
方
を
分
類

し
十Ｌ
み
る
と
次

の
よ
う
に
分
ち
う
る
。

（
Ａ
）

一
基

の
前
方
徳
同
一墳
と
円
墳
群
よ
り
な
る
も
の

―
―

原
通

・
す
原
・古

攻
群

（
Ｂ
）
　
大
形
ヤ
の
円
一
・
万
悟
賀
が
”
壁
上
れ出
に
一竹
井牢
す
る
も
の

―
―
天
押
堂
古
墳
↓析

（
Ｃ
）

ほ

ゞ
同

大
の
円
暗
丁

方
墳

て
構
成
さ
れ
る
も
り

原
一遠

≡
庁
亡
本古
一項
群

中
に
ユ
れヽ

ぞ
れ

一
基

づ

つ
存
一生
す

る
。

原

一述

の
大
塚

古
致

は

工
軸

一
二
〇
米

に
及

■
、
大
形

の

も
の
で
あ

る
。

出

仏
ｒ
，」
は
前
■
々
に
問
車娯
は
れ
性
に
一四
諸
”肩
↑部
”の
吉
章
浦
」妖

が

あ
る

の
み

で
、

三
と
の
う
ち
二
基
ま
て
が
頭
域
地
方
に
存
在
す
る
こ
こ
と
と
日
す

べ
き

現
卑
芸
、あ

る
。

４
　

内

部
構

造

と
出

土
品

内
〕部
瀧
，浩
村
生
ね
安
一の
一福
血
卜
に
よ

っ
て

一
覇
笙
Ａ
に
〔ゲ

乃
】〈ど
う
。

（
Ａ
）

石
空

を
有

す

る
も

の

こ
れ
ま

で

の
発
掘

例

に
よ
る
と
、

天
神

堂

、
小
九

山

、
菅

原

、

一島
士
、

宮
再
一
、

水
一一只
り
各

群

に
み
六
声
”一る
。　

い
ず

れ
も
横

穴
式

石

筆
〓
一岳
峡
‐
′工

一
、
一氏
よ
】の
削

に
一向
ま
・の
ほ
一い
軍
〒
食
Ａ
石
一至
て
あ

る
。

こ

の
形
☆
づ

石
量

は
、

束

日
本

の
末
期

古

墳

に
在

々
に
み
ら

れ

る

が
、

双
拍
一で
は
南

魚

沼
郡

余

川
古
墳

汗

の
石
空

か

こ
の
形
式

を

と

っ
て

い
る
。

小
法

方
男

氏

は

こ
の
形
式

を

と

っ
た
理
由

を
積

雪

の

重

量

を
藤
吉
はし

て
空

隙

部

を

少
た
み
ヽ
し
、

倒
壊

を
中助
ぐ
た

め
て
あ

る

と

の
考
え

を

の

べ
ら

れ

た

こ
と

が
あ
る

。
ま

た
、

石
量

内

に
更

に

′‐、一〓
一
幸

を
設

け
副
葬
語

を
納

め
ナ，
所

宗

、
菅
原
ｉ耳

室

＋付
イ
壷

よ
告

さ
れ
て

い
」
が
、
こ
れ
も
東
日
本
の
末
「期
の
古
墳
中
に
頬
例
を
見

出

し

う

る

。

石

室

力
〒
一）
つ
・百

着
ネ
は

、

比

一牧
市
一ほ
【
い

丘

陵

に

あ

る

もヽ

の

、

ま

た

同
工

吉

増
一詳

ｆ甲

に
あ

，
て

は

低

い
柿
浮

中
に

あ

る

も

の

が

多

い

。

こ

れ

は

石

材

を

通

び

易

い

も

の

の

み

に

石

空

を

作

っ

た

た

め

か

ヽ

知

れヽ
工
一，
い

。

（
Ｂ
）

石
笠
を
，有
し
な
い
も
の

イ
、

い

す０

地

に

臨

魚

沼

往
こ
れ

れ

、
　
一
″

耕
地
、

３

　

斗
何

ド 1岩

【__人(_タヤ【__/t_すよ_、と」 |
第 5図  塚 田 1号墳有室実測図 (同前)
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（Ｄ
）
は
頚
城
山
系
の
傾
斜
変
換
地
帝
に
あ
り
、

飯
田
川
●
荷
状

斜
面
に
営
ま
れ
、

公
じ
）
と
同
じ
く
牧
峠
を
経
て
信
川
に
お
す
る

に
お

っ
て
い
▼宅

の
古
麦
群
は
い
ず
れ
も
眼
下

に
沖
積
平
地
を
臨
む
位
置
に
営
ま

古
来
の
交
通
路

に
沿
う
地
域

に
在

る
か
、

こ

れ
ら
は
、

当
■

つ

一落
の
土
地
を
日
か
ら
示
し
て
い
る
ナ
一思
わ
れ
る
。

形
は

と
す
墳

の
外

形

鯨ヽ
＝＝ヤ一

オ
賀
中ヽ村

偶
野
【一＝十

~~~~十

_彰

(桜井清を時によるヽ

／ゑ一

/⌒ ヽ
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．
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「坤

ｆｉ‐
や
８

〔
マ
ｗ

，
「甲

＼
Ｕ
っ
”ノ

′／一、釘
い，・一卜、

一”料
一Ｈ一　　（一】一・

こ一

〔ｏ
（一

台「「中，Ｗ〕
【Ψ〔り！

の

２

一＝‐‐ｒｕ

も

の
て
あ

る

こ
と

は
、

般

上

の
追

跡

、
造

物

か
ら

み
て
、

何

人

も
具
論

の

な

い
と

こ
ろ

で
あ

ろ

う
。

後
期

ｒ百
墳

は
後
藤

守

一
一稗
士

の
一説
に
一従
う
な

ら

ば

、
年
代

は
大

よ
そ

六

・
七
世

紀

に
属

す

る
も

の
で
あ

る
が
、

単
城

古
駄

群

の
場
合

は
如
何

で
あ

ろ
う

か
。

ま
ず

、
前

力
後
再
暗
に

つ
い
て
み
る

と
、

原
通

古
増
離

あ

大
！琢
は
、

内

部
構
造

も

不
現

て

あ
り
、

外
形

が
所

れ

て
は

い
る

が
、

後
藤
申

士

の
，

原

に
よ
れ
ば

、
一碍
上

の

い
う

「
瓢
，妖
式

」

に
属

し
、

五

・
大
世

紀
一唄
に
行

わ

（
‐２

）

れ
た
も
の
で
あ
る
．

誠
一後

に
お
い
イ
、大

塚

に
次
ぐ
規
積
一亨
一も
ら

前
方
年
一円

墳

は
西
涌
原
一部
の
菖
誇
琢
で
あ
る
が
、
こ
の
吉
墳

か
ら
般
製
亜

寵
鏡

を
出

土
し
た
こ
と
が

「
北
越
奇
談
」
に
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
党
は
数
後
再
び

世

に
出
た
か
鏡
の
流
年
上
、

大
世
紀
頃

の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。

前

万
作

円
墳

は
・委

科
朝
廷
一勢
力

の
伸
張
を
示
十
二

者
標
と
し
て
押
”握
さ
れ
て
右
十り
、

そ
の
国
内

に
建
置
さ
れ
た
国

の
統
治
者
て
あ
る
国
造

の
墳
墓

が
、

前

巧
作
一

円
墳

年
五
年た
さ
れ
フつ
公
算

が
大

酢
め

る
こ
生
か
、

大
場
選
擢
笛
中士
、

斉
体

忠

将

よ

に
よ

？
卜
説

か
れ

て

い
る
。

旧
事

本
い一生

付
十
円
造
■

紀

に
卜
舟

ヤ
ば
、

崇
一神
朝

に
後

の
一挫
後

の
北

に
は
、

高

志
浜

下
ヽ

久
比
障
石
工

一回

が
お

か
れ

た
。

前
者

は
蒲

京
弥
夢
附

近

、
後

者

は
頭
抗

郡

に
比
定

さ
れ

こ

の
国

造

の

室
一処

は
両

博

士

の
説

に
従

う
な

ら
ば

、
菖

韓

琢
ナ
含

む
市

原
古
項

群

と
大

顔

を
含

む
区
通

市
壌
群

に
比
定

で
き

よ

う
。

し
か
し

て
廷

持
を
等

し
く
す

る

と

い
う
ヤ
献

記
事
、

お

よ

ひ
前
者

よ

り
出

土
し

た
党

の
年
代

か
ら

、
原

通
古
墳
詳
歳
一立

の
上

限

を

六
祉
！紀
初
頭

に
求

め

た
い
十
一思

う
。

前

に
も

の

べ
た

よ
う
た

、
寧
城

古
壌
詩

は
す

べ
て
、

信
川

に
通
ず

る
交
通
路

の
近

く

に
営

ま
れ

、
殊

に
古

い
と
思

わ
れ

る
原
通
古

墳
群

は
峠

と
越

え

れ

ば
、

千

れ由
川
流

域

の
善
比

寺

平

に
達

す

る
。

こ
の
流

域

に
は
、

信

陛

に
お

い
て
も

料
l _

第 も図 渡 物■コ1図 (壌口1号墳lhi上)(同 前)
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①江野神ょ o青 野神仕 ② 「・l田神社 の 斐太神社て神名帳言ご載順)

）‐（一中一
ン

た
維
ネ
一̈
岬
工由
い
五
持
一紀
崎
【と
汁
一定

■
・れ

る
キ
再
一一倶
が
存

在
じ

ヤ
・

い

る

が
、

頭
城

地
方

は
先
行
す

る
れ

ヤ

、
弥

生
時

代

以
来

、
中

部

山
岳

地
常

に
適

す

る
特
徴

を
示

し

て

い
る
点

な
〓

か
ら
も

、

一由
静
至
村
の
市
螢
】一

Ｈ
一侑
ぃ
佐
士
口
射
一サ
今
■
領
仮
”ス
の
市現
争
Ａ
レ
十
し
て
怖“
標
」

す

ズ
き

で
あ
ろ
う
本）

こ
れ
ら
の
古
増
な

全
日
的
に
大
化
ま
新

の
頃
、

す
な
わ
ち
七
世
紀

に
は
ほ

ゞ
消
減

し
た
と
い
わ
れ
る
．

頭
廿
【十
墳
群
も
、

東
十
近

方

の
ぢ
２

に
和
打
開
不
（〕
副
卦

が

な

い
点

な

ど

か
ら
、

多
一少

の
お
く
れ

は
あ

っ
て

も
、

七
十

記

を
も

，
て
そ

の
下

一眠
と
し

た
と

み
ら
れ

る
．

こ
れ
ら

古
墳

洋
”を
啓

し

た
人
と

が
、

こ

の
地

方
の
一曇
渡

で

あ

っ
た

こ

と
は
常
詩

的

に
去
ャ克

ｈ
≡れ

る
。

類
卜班
地

一カ
に
は
、

旧
事
ネ
紀
に
み
と
る
物
怖
氏
の

一
抜
が
禁
栄
し
一
≡
」す
ケ
▼
」

が
、

後
辻
す
る
Ｉ
ｆ
式
に
見
え
る
郊
、

式
門
社
な
ど
に
よ
「

て
れ
〓
チ
‐〓
ｃ
、

斎

訴
は
一が
十十
時
一占
キ
一二
六
立
墳
一室

に
庁
一原

・
甘
【
１１

一
日
姑
キ
一供
小
と
力
卓比
一十告
さ
れ

て

い
ス
一
。

し

か
し
、

一現
に
市
打
仲
挫

方

に
残

る
数

百
楽
わ

古
境

か
す

ボ
、

一
．十
日
文
献

上

に
み
え

る
氏

族

の
所
産

■
あ

る

か
否

か
は
も

≡

よ
り
疑
両

て
あ

る
。

わ

れ

わ

れ

は
今
後

、

こ
の
よ
う

な
★
■

詳

の
形
と

を

文

に
上
求

ギ
ツ

モ

こ
と

に

よ

，
キ
、
、

そ

の
社
会
一が

い
か
な

る
形

”
共

同
件

イ
、

五

，
た

か
、
ま

た
ど

の
よ
う
な
す
配

形
態

が

こ
の
よ
う
な
古

，
辞

を
形
皮

し

た
か
を
解

明
す

る
方

向

へ
進

む

べ
≡

て
あ

る
。

ヮ
・　

吉

駁
詳

し林

川
、

お
よ
び
式
内
社

古

攻
群

の
所
在

十

る
地
域

と
、
一後

に
延
盲

式
神

名
帳

年
頼

せ
ら
れ
た
和
社
の
所
在
、

お
よ
び
和
名
類
案
抄
に
み
え
る
郊

津
市
下
美
守
の
帖
近
と
推
定
さ
れ
、

記
載
２
い胆
は
西
郵
班
よ
り
円
川
■
迎

り
、

板
倉
て
対
岸

に
渡

っ
て
い
る
工
の
べ
ら
れ
て
い
為
Ｌ

こ
の
推
定
■
の

円
に
古
墳
詐
を
含
む
の
は
、
３
、
４
、
６
、
７
、
８
で
、
中
町
城
地
方
で

は
そ

の
サ千
ほ
が
重
一住
し
て
い
る
が
、

古
墳
相
互
と
の
閣
一係
一の
研
究
に
よ
ち

才
≡、

将
来

型
取
開
発

の
前
後

≡
決
め
る
こ
と
ヽ
可
能

に
な
る
か
も
仰

れ
な

い
。次

に
式

円
社
に
つ
い
て
み
る
と
、

延
喜
式

に
は
、

誠
落
」再
草
一
十

六

に

の
内
、

頭
弦

部
に

丁
〓
座

を
記
し
て
い
る
．

押

●
（
イ
〕舟
一奈
川
、

（
”
〕
大

神
、

景

洋
円
比
多
ミ

ニ
）Ｆ
多
、

（
ホ
）作
多
貞
て

一ヽフ物
部
、
（
卜
〕水
皆市
改
部
、

曇
じ

吉
原

、
（
”
）
五
十
君

、
↑
●
江

野

、
一一
ｊこ

吉

海

、

（
オ
”一円

田
、

一〔
り
↓

斐

大

の
話

神
社

て

あ
る
。

こ
れ
ら

の
住

に

に

つ
い
て
は
十

言

経
）代

以

来
詰

説

が
あ
り
、

位

置

の
移

助
、

後

世

の
社

名

仮

記
も

あ
り

、
必

ず

し
も

一
致

し

な

ｒ
．

最

近

に
お
け

る
常

栄

二
氏

の
研
究
ｉこ
よ
れ
ば
、

野

７
田

の
如
く

（
・６

）

て
あ
る
。

わ
れ
わ
れ
は
、

郡
名
や
郊
名

に
お
い
て
、
そ
の
記
載

が
あ
る

一

定

の
順
、

郎
ち
西

よ
り
順
を
お
う
が
如
く
言Ｆ‐
さ
れ
て
い
る
の
才
一見
る
と
、

和
社
も
は

ゞ
こ
れ
と
同
じ
順
序

て
記
さ
れ

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

こ
の
推
定
が
許
さ
れ
る
な
ら
は
、

≡
氏

の
稚
一定
に
は
オ
子

の
疑
門

が
あ
る
。

い
ま
こ
の
一諭
拠

Ｙ
一詳
十
一す
る
竹な
数
は
な
い
ボ代

ｔ
順
ムｍ
の
■
一
ｎ
べ
る
な
六
ャｒ
、

（
イ
）
は

「落
後
野
水
」
の
椎
一定
す
る
、

ネ
鳥
川
市

一
≡
の
天
汁
神
汁
【、

（
Ｆ
）
は
、

同

じ

く

「
野
志

，
の

い
う
西

「
抗
一部
龍

生

町
ャ奈

本

的
大
十‐ｉ‐
社

、

（
ハ
）
は
い

江
津

■

谷

浜

の
可

比
多
神
社

、
Ｔ
こ

と
い

江
洋

可
■
■

の
居

多

神

社

、
官
こ

は

口
銀
軍

瑞

氏

の

あ
ヤ
】
る
高

汗
津

市

八
千
浦

束

浜

の
佐

ヤ
野

宮

、
（
う
一は
消

■

村

武
上

の
物

部
神
社

、
Ｔ
じ

に

？

一
打
井

市
櫛
池

の
水

舟

磯

部
神

社

か
）
、

Ｔ
す
）
は
古

型
村

曹
原

の
官
京
神

社

ヽ
（
り
一卜

一由
銀

氏

の

-  76  -
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ネ
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「

糸
焦
Ｈ
一市

一
宮
一

Ｆ

多

一口
，十一

怖
「
【
一　
・　
北拒
庁泳

管

原

推
定
す
・
牧
村
軍
国
の
三
鼻
神
社
、

（
ヌ
）
は
？

名
越
後
野

志
Ｌ
に
ひ
く
妙

部

，
江
野

・
青

海

・
円

出
の
話
神

社

も
、

こ
れ
ち
関

川
流

域

の
話

郊

の
内

に
求

め
ら

れ

る

の
で
は

あ
る
ま

い
か
。

推
一測

を

た
く
ま

し
く

す

れ

庁
」一
江

野

。
青

海

・
円

田
神

社

は
原
太

郊

に
、

水
岸
戦

部
神

社

は
，枚
倉

。
高
津

獅

，

中
に

あ

一工
に
の
て

は

あ
る
ヤ
ふ

か
。

こ
れ

ら

，資
を

客

▼
桁

企

Ｌ
、

化

一辿

」収
と

の
け
！技
，一一研
な
一に

よ

っ
イ
．Ｔ

⌒に
立
宝
証
ヤ
一卜す
、わ

め
た

い
。

四
　
頭
城
古
墳
群
の
特
異
性
ｌ
ｉ結
論
に
か
え
て
―

わ

れ
わ

れ

の
調
査

は

、
考

古

学

の
基
本

的

打
究
方
法

て

あ
る
発
掘

調

査

を
伴

わ
ず

、
ま

た
時

間

的
に
も
）年

か

い
郵
碁
一
て
ナ，
り

、

高
一的
は

あ
く
ま

で

ヽ

文
竹
一財

保
護

行

政
上

必
要

て
あ

る
台
帳
写
・た
中る

こ
と

に

あ

っ
た
た

め
、

学

術
的
資

料

と
し

て

の
一仙
値

は
技

上

の
結

柴

よ
り
お

弱

て

あ

る

こ
汁
≡■
一十

古
層

封
松

〓

も
の
モ

あ
フつ
っ

わ
れ
わ
れ

は
，呼

一十！度
以
降

、ゴ

」
？

一Ｌ
れ
ぞ
れ

の
古
墳
群
キ

の
空

一
か
を
逆

び
、

発
掘
調
査
、

或

は
孫
折
一墳
の
清
掃
十
行

一！
て
来
礎
格
々
一只
料
ャ
ろ

み
章
〓れ
、

昨
落
「解
明
に
努
力
し

た
い
と
思

っ
て
い

る

。

一
十二

ヽ

て

は

こ

れ

ま

で

に

の

べ

た

い

て
ヽ

う
よ

Ｐ
の

要

点

を

ま

と

め

、

結

論

〓に

か

チ
一
■
■
一
，
一日
十一ユ
ツ
。

１
・　

上
越

比

万
て
は
、
！荒
川

、
門

川
あ

流

域

、
即

ち
覇
抗

一半
い

の
傾

斜

〓■

投

地
帯

の
斜

面

に
吉
墳
一帯
か
京
中

１
／
、　

一
部

位

川
河

回
の
一米

魚

川
市

付
近

ド
ｆ
爪
ホ
一
す
る
。

（と
　
こ
れ
ら
の
十
揺
メ
群

は
す
ヤ
ベ
て
大
”世
神
一田
正
一
の
後
期
一の
↓柿
年
一収
て
、

久

比
匠
回
造
ホ
貢
の
地
に
営
ま
れ
た
と
推
定
さ
れ
、

お
よ
そ
三
つ
の
コ
一意

に

分
け
ら
れ
る
。

岬
ち
（
Ａ
）
前
方
〓後
円

一
ネ
す
よ
』
む
型
一、
一一官
し
主
一項
的
な

人

型
日
墳

を
も

つ
型
、

（
Ｃ
）
同
形
あ

円
一■
の
み
よ
り
な
る
犯

な
ど
て
あ
る
。

い　
　
円
邦
村
造

せ
科
面

の
平
抽
一よ
り
に
な
る
に
従

っ
て
石
宝

が
多
く

な
り
、

ヤロ
‐‐ｆ円
の
・

一い
一仰
汁
【

四
コ
吉
一内

一
千
ｆ
ｌ
一
一

ヤ”
一勺
才
」

一
」
汗
十

二

れ

十
一

一
一ヽ
卜
ｒ
一

一
は
棋
大

式

下
室

を
模

し
た
堅
穴
式

石
宝

て
あ

る
。

考
」慮

し

た
も

の
か
否

か
問

題

が
あ

る
。

な
進

物

と
し

て
、

涯
吉

土
製

小

玉

が

あ
り
、

手
近

の
天
宗

と
し

て
珍

し
く
、

ま

た
逆

の
例

と
し

て
裏

日
本

て
は

少

夜

いか
山
山
土
―
）
て

い
る
。

古
墳
文
化

の
流
入
径
路
は
、

距
離

・
交
通
路

・
年
代

・
雇
史
的

か

‐ヽ２
トロ一浸
〓・特
求
め
う

ベ
ノ
、
、

主
」光
一千
十十
よ
り
の
」仰
再
【と
み

千
一し

の
北
産
地
方

か
ら
の
彰
書
は
、

横
穴

が
矩
川
以
束
ｆ
及
ば
な

い

ら
、

古
麦
時
代
頃

に
は
弱
か

っ
た

と
思

わ
れ
る
。

こ
れ
が
■
理

一
よ
る

か
、

政
治

的
条
件
一に
よ

る

か
は
将
来
考

う

べ
き
一開
悪

一
、あ

一、
古

墳

の
計

と
し

て

の
二

つ
の
型

が
共

同
体

の

い
ず

れ
の
■

の

）勾
卜か
‐ヽ●
幕
開登
九一，
ベ
キ
Ｃ郵床
勇
煙
イｔ，の
マつ
う
。

式
、

倭
名
抄
な
ど
の
ヤ
献
は
、

越
後
・い系
ル、
神
社
名
を
ほ
二
四

記
し
、

要
域
郡
て
は
現
在
の
関
川
を
上
下
し
て
記
し
て
い
る
。

月
以
東
の
刈
羽
郡
に
ま
な
る
平
野
が
形
成
さ
れ
て
い
な
か
一
た

小
丁
も
つ
て
あ
る
が
、
そ
の
比
定
さ
れ
る
地
域
に
古
墳
辞
【４
・十一る

上

で
あ

る
。

こ
の
よ
う
な

こ
と

か
ら
、

逆

に
未
決

帝
一の
を

■
を

所

在

な
ど

に
よ

，
て
決
定
出

来

、
ま

た
神

社

て
は
移

は

、
倍
名

米

る

か
ｉ，―、あ
和
れ

な

い
。

甚

だ
考

一訂
不

充
分

な
も

の

で
あ

る

が
、

新
渇

県
塾

蚕

よ
り
■
行

式
報

告
書

執
筆

の
際

ほ
更

に
推

敲

を
加
え

た

い
と
８

う
。

↑
じ
一
青
潟
兵
争
束
去

「
新
潟
県
考
古
遺
跡
事
克
」
Ｉ

（２
）

舌
野
訴
”Ａ

「
日
本
人
類
字

・
考
十
学
史
」

上

・
下
　
岩
波
書

店
仔

沼
！
〒
々
　
の
内
に
先
克
者
の
紹
介
が
あ
十る
。

白
需
刊
”店
ヤ只
作甲
の
画
ｒ
卓
々
祥
」製
間
中の
適
竹
末
Ｐ準
村
↓井
「公
一民
館
に
一威
さ
れ
て

い
二■
”

（３
）

一ヨ
里
一中

「
高
田
市
Ｔ
百
　
第
二
巻
　

「
文
芸
峡
楽
の
普
及
―
考

下
学
一
上
越
郊
土
研
究
会

昭
二
〓
一
「
森
茂
十
一生
の
は
い
出
力
一語
る
」

（コ
城
〓

化

ｏ
８
）

昭
三

ｏ
ス
↑

（
４
〕）

斉
藤
秀
十一”一‐

「
中
ｒ
城
一部
誌
」

な官
”］巻
　
十得
一ｆ
時
代

・
古
対
一時

件
ト　
　
ウモ
一　
一ハ

白
録
蚤
瑞
　
一
頚
城
順
礼
」

一由
日
日
報
モ
討
点

昭
四
）

後
藤
守

一

「
Ｆ
ホ
海
力
〓
！に
，於
け
る
石
券
蒔
一代

半
一跡
の
コ
一式
」
０
有

■
主
義
＝ｆ
か
一
七
十１
一
、
三
）
　
昭
一一
・　
一
、　
〓

後
藤
守

十　
一
卜
一古
時
代
に
於
け
る
上
越
地
万
」
　

（
考
古
学
雑
誌
二

〔
一１
」
”★
一
昭
五

・
九

（
５
）
　
小
松
芳
男
　
　
「
涯
手
日土
里
（玉
店
停
，イ一
つ
い
て
」
（頚
城
文
化
・
，つ
）

Ｐ
ぃ和
三
七

，
一　
一

小
松
十と
力

「
頚
城
の
す
墳
時
代
私
考
」

（項
城
文
化
ヽ
３
）

”埋
一

〔
一
・　
一　
十一

小
法
方
男
ほ
か

「
新
潟
県
高
士
村
琢
Ｈ
第

一
号
〓
調
査
報
告
」
金
】

代

，
〓
三
）
揺
三
四
・
九

（６
）

一小】私
芳
男
　
「中ｕ上
だ
の
古
☆
』
矛
昇
いむ
」

（
吉
志
林
。
一
六
西
）

昭
二
ｉ
ｎ
）
・
〓・．

（
７
）

占
代
学
所
売変
ム
　
コ
後
期
古
墳
の
閣
題
を
め
ぐ
ラ
モ
に
　
昭
〓
工

（８
）

た

い
去
は
か

「
描
ぞ
地
古
求
発
掘
調
■
報
告
」
（
岩
手
史
学
研

足

の
社

―――

の
付
近

か
）
、

（
ル
）
は
？
　

ｉ一新
市斉
市

柿
池

青

抑

の
吉

し
、

Ｔ
力
▼
ｆ
了

骨
殻

後
式
内
神

社
考
証

」

に

ひ

く

「
去

声

＝
百

付
近

か
ヽ

（
ワ
）
は
新
井

市
斐

太

の
菩
大
神

社

な
ど

に

あ
〓
て
る

い
、

一部
、

■

名

と
同

じ

く
西

よ
り
順

次
関

川

を
上
下

す

る
位

千

に

と
古
手
手
‐こ
の
関
係
を
表
示
す
る
と
、

第
２
表
の
如
く
こ
で
る
。

一“
一，
る
よ
、

都
宇
郊
に
古
墳
を
み
な
い
の
は
、

海
岸
線
の
少
化

減
に
よ
る
も
の
か
と
も
考
え
ら
れ
る
Ｌ
、

所
在
疑
聞
の
よ
■
・磯
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究
●
仰
指
導
を
頂
い
た
、

奈
モ
ロ申
立
文
化
中町
ｗ先

可
長
、
日
太
考
吉
学

協
会
委
首
一長
率
田
充
策
先
生
の
急
逝
の
設
に
孝
一し
、

高
に
百
下
し
御
遺

骸
を
拝
し
た
υ

太
県
の
御
出
身
で
あ
り
、
末
県
を
言
さ

れ
十
先
生
ハ、
の

御
忠
の
万
分
の

一
に
報
い
る
た
め
、
今
後
も
減
佐
≡
古
学
研
究
に
分
カ

し
た
い
，
一思
う
。

切
に
≡
狂

の
御
冥
一納
ユ
一？
争
次
争
で
あ
る
。

（　
九
六
〇

ｏ
一
三
・
一
六
）


